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令和７年度（通算第７０回）「学生生活指導部課長相当者研修会」の開催について 

  

 新緑の候、貴大学益々ご隆昌の趣、慶賀の至りに存じます。 

本協会は、昭和２１年創立以来、大学教育における学生生活指導の重要性にかんが

み、「学生生活指導研究委員会」を常設して、学生の生活指導・福利厚生等全般にわ

たる改善・充実向上策の調査・研究・企画・立案および「学生厚生補導要領」「学生

生活指導マニュアル」「学生生活指導・学生の意識および生活の実態に関する調査報

告書」の作成等をおこなうとともに、加盟各大学の担当部課長相当者の資質向上に資

するため、毎年「学生生活指導部課長相当者研修会」を実施してまいりました。 

 本年度の研修会につきましては、本協会の令和７年度事業計画に基づき、学生生活

指導研究委員会において準備を進めてまいりました結果、来る７月３日（木）から４

日（金）までの２日間にわたり、神戸市「ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸」会議室

において、「開催要項」「日程（予定）」のとおり開催することといたしました。 

今回は、メインテーマを『いま私たちがやるべき学生支援とは－学生が輝ける場所

をどのようにつくっていくのか－』と定め、多様化する学生のニーズにどのように対

応していくかについて理解を深めるとともに、いま行うべき学生支援の諸課題につい

て、講演・班別研修等による総合研修をおこないます。 

 つきましては、何卒、本研修会の重要性をご斟酌いただき、学生委員長等の教員を

はじめ、学生生活指導部（課）長相当者にご参加いただけますよう、ご案内申し上げ

ます。 

なお、貴大学からの参加申し込みにつきましては、本協会ホームページ

（https://www.shidaikyo.or.jp/）の「加盟大学専用サイト」より、来る５月２８日

（水）までにお申し込みくださいますよう重ねてお願い申し上げます。 

○写  



令和７年度（通算第７０回）学生生活指導部課長相当者研修会開催要項 

主催 一般財団法人 私学研修福祉会

協力 日 本 私 立 大 学 協 会 

１．開催趣旨 

この研修会は、大学教育における学生生活指導の重要性にかんがみ、その充実向上に関する諸施策

について共同研修をおこない、今後の学生の生活指導・福利厚生のあり方・学生支援等の改善・充実

を図るとともに、学生部（課）長および相当者の資質向上に資することを目的として開催いたします。 

２．メインテーマ： 

「いま私たちがやるべき学生支援とは」－学生が輝ける場所をどのようにつくっていくのか－ 

３．参 加 者 

（１）資 格 ① 各大学の学生委員長等の教員、学生生活指導部（課）長相当者。 

② 各大学の役員・学長・学部長・事務局長。

（２）参加者数 班別研修を勘案し、１大学３名以内を原則といたします。ただし、当研修会準備

運営委員は別といたします。 

４．開 催 日 時 

自 令和７年７月３日（木）１３時００分開会（受付開始１２時００分） 

至 令和７年７月４日（金）１５時５０分閉会 

５．研 修 会 場 

（会 場）神戸市「ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸」会議室 受付：１０階「ボールルーム」 

（所在地）〒６５０－０００２ 兵庫県神戸市中央区北野町１丁目 

（電 話）０７８－２９１－１１２１ 

（ＵＲＬ）https://www.anacrowneplaza-kobe.jp 

（交 通）ＪＲ山陽新幹線・神戸市営地下鉄「新神戸駅」直結 ※詳細はＨＰをご覧ください。

■ＪＲ山陽新幹線 新神戸駅からのアクセス

改札口からコンコースを直進し、突き当たり左

側の連絡橋を渡ってすぐ。 
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① 銀行口座：三菱 UFJ 銀行「神田支店」 普通預金 Ｎｏ．１１８６４６９

② 名義 人：ｲｯﾊﾟﾝｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝｼｶﾞｸｹﾝｼｭｳﾌｸｼｶｲ（ｼﾀﾞｲｷｮｳｶｲｸﾁ）

一般財団法人私学研修福祉会（私大協会口） 

６．研 修 日 程 

○ 「日程（予定）」（５～６ページ）をご参照ください。

７．班 別 研 修 

○ 班別研修の班編成は、「日程（予定）」（６ページ）に記載の４つの分野別班による構成とし、

１班 ２０～２５名程度を原則とします。ただし、班別希望人数の関係で同系統の班を複数とし

たり、合同としたりする場合があります。 

参加申し込みの際、班別研修の希望する分野を「第１希望」・「第２希望」ともにご選択ください。

班別希望人数の関係で、第２希望に編成される場合があります。なお、諸準備の関係から申し込

み締め切り後の班の変更には応じられませんので、あらかじめご了承ください。 

○ 班別研修における協議テーマとして、「日程（予定）」（６ページ）に記載の５つの課題を設

けておりますので、参加申し込みの際、協議テーマに関するアンケートへのご回答をお願い申し

上げます。 

○ 申込時にご入力いただくメールアドレスについては、班別研修の所属班の中において、共有さ

せていただきます（申込内容に関して、後日、運営委員より連絡させていただく場合がありま

す）。 

○ 班別研修では、本年度研修会の研修課題および各大学における学生生活指導上の当面する課

題・取り組み等について、情報交換・意見交換をおこないます。そのため、班別研修の際、貴大

学の学生便覧・学生生活の手引き等、ご自身の参考となさるための資料を、当日、各自お持ちく

ださい。 

○ 班別研修は、前年度の議論に基づき情報交換がおこなわれる場合があります。「前年度報告書」

（加盟大学専用サイトでダウンロード可）をご一読のうえ、本研修会にご参加ください。 

８．「研修会参加費」について 

（１）研修会参加費について 

研修会参加費として、（１人当たり）合計２９,０００円を下記の銀行口座宛にお振込みくださ

い。 

（内訳） ① 研修会参加会費 ２０,０００円 

② 情報交換会費（７月３日） ９,０００円

合計（研修会参加費）  ２９,０００円 

（注）①情報交換会に参加されない方は、合計金額から情報交換会費を差し引いた金額 

（２０,０００円）をお振込みください。 

②その他諸経費（旅費、宿泊費、食事代など）は、各自でご負担ください。 

（振込先） 
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（お願い） 

① 申し込み手続きの際、「振込日」「振込金額」「振込名義人」の入力が必須となりますので、研

修会参加費のお振込み終了後、本協会ホームページ（ https://www.shidaikyo.or.jp/ ）の「加盟

大学専用サイト」より、お申し込みください。

② 研修会参加費をお振込みの際は、振込依頼人名として「参加者氏名」「大学名」をご指定ください。

③ 振込手数料については、各大学にてご負担くださいますようお願い申し上げます。

④ ｢領収書｣については、お振込みいただいた各金融機関の指定する「振込金受取書」等をもって

かえさせていただきます。

⑤ 万一、研修会参加費納入後にご欠席の場合は、研修会開始７日前（６月２６日）までに本協

会事務局宛に電話等にてご連絡いただければ、研修会参加費（振込額）の全額を返金いたします。 

６月２７日以降に欠席のお申し出があった場合には、研修会参加費（振込額）を返金できませ

んので、あらかじめご了承ください。 

（２）宿泊について 

研修会期間中の宿泊については、各自でご手配ください。 

（３）食事代について 

情報交換会会食（７月３日）及び、昼食（７月４日）を除き（この費用は「研修会参加費」の

一部としてご納入いただきます）、すべて各自でお済ませください。 

９．研修会の申し込み方法について 

（１）研修会参加費のお振込み終了後、本協会ホームページ（https://www.shidaikyo.or.jp/）より 

「加盟大学専用サイト」にログインのうえ、お申し込みくださいますようお願い申し上げます。 

（２）締切期日 令和 ７ 年 ５ 月２８日（水）まで（厳守） 

（３）留意事項：お申し込み後、自動返信の「申込受付」メールが送信されます。数日経過しても届

かない場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

※自動返信の「申込受付」メールについては、迷惑メールとして認識される可能性もありますの

で、メールが届かない場合は、迷惑メールフォルダ等もご確認ください。

（４）問い合わせ先 

日本私立大学協会「学生生活指導部課長相当者研修会」係 （担当）石 井  賢 

（ＴＥＬ）０３－３２６１－７０４９ 

（メールアドレス） gakusei@shidaikyo.or.jp 

＊（問い合わせ時間） 月曜日～金曜日 ９:００～１７:００【原則】 

１０．研修会の報告書作成について 

本研修会においては、研修成果をさらに広めるため、研修会終了後、研修会報告書を作成して、本

協会ホームページの「加盟大学専用サイト」に掲載いたしますので、ご活用ください。
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～注意事項～ 

○ 全体研修・班別研修中の録音・録画・撮影は、原則禁止とさせていただきます。

○ 研修会場内の空調管理はおこないますが、各自、衣類等で調整できるようご準備ください。

１１．個人情報の取り扱いについて 

本協会は、個人情報を適切な安全対策のもと管理し、漏洩などの防止に努めます。また、法令など

に基づき開示する場合を除き、ご本人の同意なく開示・提供はいたしません。 

本協会は、当該研修会に参加申し込みをいただいた「個人情報」を本年度の当研修会の運営および

今後の研修・研究活動に必要な範囲において利用させていただきます。 
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令和７年度（通算第７０回）学生生活指導部課長相当者研修会日程（予定） 

メインテーマ：「いま私たちがやるべき学生支援とは」

－学生が輝ける場所をどのようにつくっていくのか－ 

【主催】：一般財団法人私学研修福祉会

【協力】：日本私立大学協会

【日程】：令和７年７月３日（木）～４日（金）

【会場】：神戸市「ANA クラウンプラザホテル神戸」会議室 

【第１日目】令和７年７月３日（木）  

１２：００ ◎ 受  付 

１３：００ 

～ 

１３：１５ 

一、開   会：日本私立大学協会常務理事・事務局長  小 出 秀 文 

日本私立大学協会理事 

二、挨   拶：学生生活指導研究委員会担当理事  木 宮 健 二 

 常葉大学理事長 

三、オリエンテーション：事務局 

１３：１５ 

～ 

１３：３０ 

四、報告・研修 

（１）「学生生活指導研究委員会の活動報告と本年度研修会の研修目標等」（仮題）（１５分） 

発表者：東京家政大学常務理事  岩 井 絹 江 委員長 

１３：３０ 

～ 

１４：１０ 

（２）「私立大学を取り巻く諸情勢と当面する課題」（仮題）（４０分）

解説者：日本私立大学協会常務理事・事務局長  小 出 秀 文

休憩（１５分） 

１４：２５ 

～ 

１５：２５ 

（３）「学生が危険等に巻き込まれないように」（仮題）（６０分）

講 師：池袋市民法律事務所弁護士  青 木 知 巳 氏

⇒学生が直面する危険の具体例（闇バイト、薬物、カルト、客引き等）と大学及び学生の

対応策についてご講演をいただきます。

休憩・会場移動（２０分） 

◆本年度の研修会は、「いま私たちがやるべき学生支援とは」をメインテーマとし、全体研修や班別研
修を通じて、学生が輝ける場所をどのようにつくっていくのかについて理解を深めるとともに、各
大学の対応や今後などについて協議・研修をいたします。

◆各大学の建学の精神に基づく学生の人間力の育成などを目指し、学生指導をしている教職員が自ら
の人生観を磨くことで、学生の元気を引き出す方法や学生生活を支えるための考え方の一助となる
ことを期待いたします。
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１５：４５ 

～ 

１８：００ 

（４）班別研修Ⅰ（１３５分）

「班別研修の班編成」 

（１）総合系 （２）文系 （３）理系 （４）医療系

「協議テーマ」 

①課外活動支援（仲間づくり・居場所づくり・思い出づくり）、

②メンタルヘルス・合理的配慮

③経済的支援

④ドロップアウト対策

⑤危機管理（カルト・薬物・闇バイト等）

休憩・会場移動（３０分）

１８：３０ 

～ 

２０：００ 

◎情報交換会（立食形式）（９０分）

【第２日目】令和７年７月４日（金） 

９：００ 

～ 

１２：００ 

（４）班別研修Ⅱ（１８０分）

前日に引き続き、協議・情報交換を行います。 

昼食休憩・会場移動（６０分） 

１３：００ 

～ 

１４：００ 

（５）「各大学における障害学生支援の取り組み」（仮題）（６０分（２０分×３本））

講 師：愛知工業大学教授  鳥 井 昭 宏 委員 

講 師：桜美林大学学務部学生課 

学生ダイバーシティ支援室（ソーシャルワーカー）  菊 地 真 子 氏 

講 師：神戸女子大学学生事務部学生課長  信 國 誠 氏 

⇒各大学における障害学生支援の取り組み、特に合理的配慮について、現場における対応

や大学の支援体制などの具体的な事例についてご講演をいただきます。

休憩（１５分） 

１４：１５ 

～ 

１５：４５ 

（６）「大学を活性化させるコミュニティづくり」（仮題）（９０分）

講 師：studio-L 代表・関西学院大学建築学部教授  山 崎   亮 氏

⇒学生及び大学がより輝く（元気に、活発に）場所を作るために学生支援担当者として出

来ること、コミュニティデザインを中心にご講演をいただきます。

１５：４５ 

～ 

１５：５０ 

五、閉会の挨拶：学生生活指導研究委員会担当理事  木 宮 健 二 
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